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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Sleep bruxism model using neural cells derived from patient-specific iPS 
cells with 5-HT2A polymorphism」について, 上記の主査１名, 副査２名が個別に審査を行った. 
本研究では，睡眠時ブラキシズム（SB）患者および健常成人から iPS 細胞を樹立し，5-HT2A を発
現する神経細胞を誘導して，機能的関連性を検討可能な SB 疾患モデルを構築し、5−HT2ASNPs 変異
が SB の発症誘因でることを証明することを目的として行われた。これまでの結果より SB 患者












交感神経活動の上昇が起こり，さらに約 10 秒前に平均心拍数の増加，約 4 秒前に脳波活動の上昇，
約 1 秒前に心拍，呼吸の増加，その後に閉口筋群の活動が開始され数秒間の咬合接触あるいは歯
ぎしり雑音（睡眠時ブラキシズム）があり，最終的に嚥下を発生する。) 
2.末梢単核球から iPS 細胞を誘導した際に LIN28 遺伝子を共導入して初期化を行っているが，
LIN28 はどのような機能を担っているのか説明せよ． 





の逆戻りを防ぐことが可能で，iPS 細胞の作成効率を上げることができるため導入した .) 
 
副査 井上委員の質問とそれらに対する回答：  








作動性神経細胞に発現している 5-HT2A 受容体はセロトニン神経細胞を抑制する働きがある． 
5-HT2A 受容体が発現している神経細胞によって機能にどのような違いがあるのは不明．) 
 
主査 桑田委員の質問とそれらに対する回答：  
1.今回樹立した細胞を用いて in vitro の実験系で行うことのできる実験計画はどのようなもの
があるか説明せよ． 




2. アミノ酸変異を伴わない SNP が、転写発現に影響を及ぼす可能性を検証する実験手法を説
明せよ．) 




主査の桑田委員は , 両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに , 本論文の主張
をさらに確認するために上記の質問をしたところ , 明確かつ適切な回答が得られた .  
 
 以上の審査結果から , 本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した .  
（主査が記載） 
